
本学Webサイトに掲載された記事を中心に紹介します。 
＜2025年11月～2026年5月＞
教員の身分や学生の学年は、記事掲載時の情報です。

　商学部の「ソーシャル・アントレプレナーシップ・プログラム」受講生は、
山梨県丹波山村の空き家を再生し、移住者受け入れを目指す「たばやま
シェアハウスプロジェクト」に取り組んでいます。住宅・人手不足という地
域課題の解決を目的に、企画・設計・広報までを自ら担いながら改修を推
進しています。企業協賛を得てDIYイベントを実施し、専門家や一般参加者
とともに塗装作業を行うなど、地域と外部をつなぐ活動も展開しています。
こうした実践を通じて、地
域活性化と新たな人の流れ
の創出に挑戦しています。
　本プロジェクトの一環と
して、塗装用具メーカーの
株式会社タイホウ様より協
賛を受け、2025年11月1日・
2日にDIYイベントを開催し
ました。

　2025年11月3日から5日、国際経営学部の中村潤ゼミの学生9名が台
湾で学会発表や国際交流等を実施しました。
　初日は台北の新規事業企業「Dynalab Inc.」を訪れ、経営陣から台湾企
業の特徴や世界展開についての講話を受け、意見交換を行いました。4日
と5日は台南での国際学術会議（The 21st International Conference on 
Knowledge-Based Economy and Global Management）に参加し、査読
を経て採録された2件の研究発表を行
いました。学生らはMBTIを用いた自
他評価ギャップの分析や、ストレス解
消における趣味の関連性についてそれ
ぞれ発表し、現地の専門家と活発な質
疑応答を交わしました。
　国際経営学部では今後も、海外での
研究発表や国際交流を通じた体験型
の学びを積極的に推進していきます。

　理工学研究科博士後期課程（応用化学専攻）2年 藤澤隼矢さん（小
松晃之研究室）が第168 回日本獣医学会学術集会において学術集会優
秀発表賞（2025-2026 年度）を受賞しました。厳正な審査の結果、藤
澤さんの発表がきわめて優秀と認められ、表彰されました。
■受賞タイトル
　動物用アルブミン製剤：“ポリオキサゾリン結合ブタ血清アルブミン”

　2025年12月14日、桜美林大学新宿キャンパスで開催された「TOPIK（韓
国語能力試験）100 回記念イベント」内の体験エッセイコンテストの表彰式
において、文学部東洋史学専攻4 年の水山葵さんが、銀賞を受賞しました。
　水山さんは「自分だけの効果的な学習法」をテーマに取り上げ、受賞エッ
セイ『感情で学ぶ韓国語 -ドラマと共に見つけた「言葉の温度」-』を書き
ました。当該エッセイでは、韓国語学習における挫折を、韓国ドラマのセリ
フをきっかけに自身の学習法を見
直すことで克服した、真摯な体験
談が綴られています。水山さんは

「言語学習は自分自身を見つめ直
すきっかけになり、未知の世界に
連れていってくれる手段。これか
らも自分なりの学習方法で学びを
続け、目標や夢を叶えていきた
い。」と、今後の抱負を語りました。

　博士後期課程学生（D-CPRA 支援学生）が、2026 年2月26日・27日
の2日間、青山学院大学および上智大学の博士後期課程学生と一堂に会し

「3大学 SPRING合同研究発表会・ワークショップ」に参加しました。
　1日目の研究発表会では、学生たちが日頃の研究成果をポスターで発表
しました。分野の枠を越えた活発な意見交換を行い、自身の研究を多角的
な視点で見つめ直しました。また、鉄道会社の実務家による講演から社会
実装のあり方を学びました。2日目のワークショップでは、大学横断のグ
ループで「相模原市リニア駅周辺の街づくり」を議論しました。各自の専門
性を持ち寄り、地域社会の将来像を提案する実践的な学びとなりました。
　プログラムの最後には交流会・情報交換会も行われ、3大学の学生・教
職員が交流を深めました。
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　国際情報学部の松崎和賢ゼミの松本叶夢さん、檜山幸来さん、中西真央
さんのグループが、「関東管区内警察合同サイバーボランティア・学生CTF
大会」の大学生等・専門学校生・高専生 一般学生部門にて第1位の成績を
収め、表彰状を授与されました。本大会は、増加する国際的なサイバー攻
撃が増加傾向の中、次世代のサイバー防衛を担う人材の輩出と地域間連携
の強化を目的に開催されました。CTF（キャプチャー・ザ・フラッグ）とはサ
イバーセキュリティーの技術向上などを目的としたゲーム形式の競技です。
　国際情報学部の2年次後期か
らのゼミでは、情報社会の諸課
題に対する解決策を多角的に研
究しています。講義で培う「理論」
とゼミでの「実践」を掛け合わ
せ、より良い情報社会の構築に
貢献できる人材の育成に努めて
まいります。

　理工学部教授森寛敏と、お茶の水女子大学の小澤二千夏さん（博士後期
課程1年）・黒木菜保子助教らの研究グループは、分子シミュレーション手法
QM/MM 法において、量子力学的に扱う領域を、電子状態変化に基づき客
観的かつ自動的に定義する新しい設計原理を提案しました。従来は重要な
領域の設定が研究者主観に依存していましたが、本手法では化学反応や分
子認識の際に生じる電子状態の変化に着目し、全体系に対して領域分割型
の半経験 QM 計算を一度だけ行い、そこで得られる電子状態応答を解析す
れば、どの領域を量子力学的に扱う
べきかを物理的根拠に基づいて迅
速に判断できることを示しました。
　実際に本設計原理を、無機多孔
性材料（ゼオライト）や生体関連分
子（ヒトカテプシン阻害剤）を含む
互いに性質の異なる複数の系に適
用した結果、いずれの系においても
エネルギー評価は化学精度を維持
し、QM/MM 計算が予測的に機能
することが確認されました。

　名誉教授西田治文らの研究グループは、最新のAI 技術を用いて約1億～7,200万年前（白亜紀後期）の
タコの顎化石を解析し、その体サイズや生態を詳細に復元しました。
　従来の研究では、過去約 4 億年間の海洋において、脊椎動物が頂点捕食者として生態系を支配し、無脊
椎動物は小型の獲物として進化してきたと考えられてきました。しかし本研究は、白亜紀後期の最初期のタ
コが最大級の肉食動物へと進化し、無脊椎動物でありながら頂点捕食者となったことを明らかにしました。
推定全長は7～19mに達し、地球史上最大の無脊椎動物となりうることが示されています。また、開発さ
れた AIモデルにより顎の摩耗痕を可視化した結果、彼らが硬い殻や骨も噛み砕く獰猛な捕食者であったこ
とが判明しました。さらに、摩耗の度合いに左右差があることから、高度な知性を示唆する「利き手」の存
在も明らかになりました。これらの発見は、強靭な顎と殻のない柔軟な身体が、海洋の頂点捕食者へ進化
するための重要な条件であることを示しています。
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白亜紀の巨大なタコの復元画

伊藤篤教授 （左）

　文学部教授有賀敦紀は、大学院文学研究科学生の久保夏海さん、文学部
学生の木次恵さん、髙橋靖知さん、日本貸金業協会や神奈川県警と連携し、
学生を対 象とした警 察 官を装う模 擬 特 殊 詐 欺 実 験 を実 施しました。
　実験では、148人の学生に電話をかけたところ、応答した 25人のうち5
人が個人情報（LINE ID）を教える寸前まで至りました。これは、電話に出
た学生の5人に1人が被害に遭う可能性を示唆しています。分析の結果、通
話中に「怪しい」と感じても会話を継続してしまい、最終的に騙される心理
プロセスが浮き彫りとなりました。最大の防犯策は「知らない番号からの電
話に出ないこと」です。もし
応対する場合でも、常に詐欺
を疑って情 報の提 示を拒 否
し、不審を感じた瞬間に電話
を切る勇気を持つことが重要
だと文学部教授の有賀は述べ
ています。

　2025 年11月、国際学会「CANDAR」において、経済学部教授伊藤篤ら
の共著論文が最優秀論文賞を受賞しました。受賞論文は、コンクリート構
造物の亀裂を発見する打音検査技術を、レンガ造りの建物に応用した研究
です。新開発のアルゴリズムにより90% 以上の認識率を達成した点が、高
く評価されました。本研究はネパールのトリブバン大学と共同で実施したも
のです。ネパールでは施工不良や震災によるレンガ造建物の老朽化が深刻
な課題となっています。本技術は、2015 年の大地震の被害推定や将来の
地震への備えとして期待され
ており、現地の安全確保とい
う社会的要請に応える成果と
いえます。

※CANDAR ( Internat ional 
Symposium on Computing 
and Networking) は …
コンピューティングとネットワー
キングに関する幅広い分野を対
象とする国際会議。
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　2025年10月、戦略経営研究科（ビジネススクール）教授阿部誠は、日本
最大級のマーケティング学会「日本マーケティング学会」の年次大会「マーケ
ティング・カンファレンス2025」にて、「ベストオーラルペーパー賞」を受賞し
ました。本賞は、57の報告の中から理事会メンバーによる厳正なダブル・ブラ
インド査読を経て選出されるもので、学会誌『マーケティングレビュー』への
掲載権も付与されます。受賞論文「消費
者研究における実験室実験：マニピュ
レーション・チェック変数の効果推定」
では、未観測の交絡因子が存在しても、
介入に対する心理状態を測定するマニ
ピュレーション・チェック変数の効果を
正しく推定できる手法を提案しました。
シミュレーション分析では、本手法が従
来のRandomized Controlled Trialより
も有意な結果を示すことが確認されて
います。本提案手法は、今後の消費者実
験の代替的な分析枠組みとなる可能性
を秘めています。
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「ベストオーラルペーパー賞」 を受賞


